
学生生徒の健康管理に関する調査

(第十二報)

(体育の嫌いな子供の為のキャンプその
1)

(緒  言)

「学生生徒の健康 1(千理に関する調査」と題して私
は,甲 南女子短期大学論

叢に第一報より毎年報告してきた。そ
こで試みた環境衛生についての多角的

な調査は基本なものから進んで,“月経に関する面
" “運動選手に関するllll‐ "

“インフルエンザーに関する面i"“保健管理に関するrLi"“
スキー訓練に関する

面"と ,体育教育者としてその時々に起る学校の健康に関する問題を
正しく

把握しようと試みた。そしてここにその第12報を報告す
る。多くの人の援助

と神の加護により神戸YMCA体 育主事古谷武雄,神戸大学体育学部岩 |』敦

と私の三名は“体育の遅れた子供達のキャ
ンプ"と名付けて青野キャンプ場で

毎夏開き,今年はその三回目を迎えた。これはその体験より得た資料
の一部

をもとに若千の考察を試みたものである。

体育の嫌いな子供の為のキャンプ

1.は じめに

体育の嫌いな子供はどこにも見られる。ど
この学校にも,ク ラスにも少 く

とも2～ 3人はいるであろう。このような子供達は,子供にとって楽し
いはず

の体育の時間になると,他の子供達が喜びながら一生懸命に活動し
ているに

もかかわらず,校庭の隅やグループの外で小さく弧立している
ことが多い。

彼等は,体が弱い為とか,技術が劣っているためとかの色々の要因によって

体育が嫌いになったと思われるが,体育が嫌いだということで,学習に積極
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的に参加しないでいれば,増 々体育が不得手となり,ク ラスの子供達から,

体育の遅れた子供,あ るいは,遅進児というンッテルをはられ邪魔者扱いに

されたり,グ ループに受け入れられないようなことも起るであろう。これは

体育の学習ばかりでなく,他の学習にも影響するであろうし,グループで活

動する喜びを知らない,社会的に適応しない子供に成長してしまう危険があ
る。

このように体育は,子供の全面的な発達を目指す学習の場であるから,以
上の現象については唯単に好き,嫌いだけで片付けられない大きな問題が潜
んでいるように思われる。

そこで,同 じような体育の嫌いな子供達を集め,同 じような能力の子供達
のグループを作り,キ ャンプという特殊な環境で, 自然的な環境を生かした

学習の場を設定し,い かに消極的な子供でも何の抵抗もなく入っていけるよ

うに,心理的な障壁を取除き,進んで体育的活動に参加させて,仲間と共に

活動する喜びを体得させると同時に,自 分でもやれば出来るのだという自信

を得させたいという意図のもとに,私達は過去 3回にわたって体育の嫌いな

子供達の為の体育キャンプを行ってきた。そして年々参加者も増加し,父兄

一般の理解を得るようになった。 (第 1表 )

2。 要因の分析

このキャンプは体育の嫌いな子供達を対象にしているため,先づ,何故体
育が嫌いになったかという要因の究明が重要なことである。嫌い,不得手 ,

他の学課に比べて嫌い等,色々な問題にぶつかって単に嫌いという点に疑点

を感じる事は承知の上で他との相関に於いて展開する為の段階と考えて研究

を進めていくことにする。

実験期間  昭和39年 8月 8日 ―-8月 14日

実験場所  兵庫県加西郡加西町都染字平松青野YMCAキ ャンプ場
被 験 者  体育が嫌いであると云い,且つキャンプに参加を申し出た49

名小学校 2年-6年
対象データ 49名 中体育の成績 5点満点中3点以下の者17名
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検査測定内容

(J 家庭環境調査 (質問紙法)

9)身体的能力検査

④ 形態計測 (運動能力検査,体力診断テス ト)
〇 スポーッテス ト

6)田 中B式知能検査,知的能力検査
(4)性格検査 矢田部ギルフォー ド性格検査

以上の結果より,個人個人のカルテを作製し,そ れにもとづいて, 1つ の
グループに2名 のカウンセラーをつけ,キ ャンプ中の生活記録,及び指導を
適切に行なった。 (第 2表)(第 3表 )

(第 2表 )

1 体育キャンプ アンケー ト (1)
下記の間のうち適当な答に○印をおつけ下さい。

1。 あなたの住んでおられるところは

住宅街 工場街 商店街 田園 その他 (      )
2。 子供の主な遊び場所は

屋 内  屋 外  両 方
3。 主な屋外での遊び場所は

路 地  公 園  庭  その他 (     )
4.遊 び友達の数は

な し  一 人  二 人  三 人  それ以上
5。 水泳の程度は

うかない  うくだけ  水がこわい  lm程 度  5m程 度
10m以上

6。 学校における体育の成績

54321
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7.イ ンディアンキャンプに参加するようになった動機

・ 主に両親がすすめた

・ 子供が行きたいといった

・ 学校の先生にすすめられた

●その他 (           )
8。 御両親からのキャンプに対する御希望があればお書

:き 下さい。

(第 3表 )

2 体育キャンプ アンケー ト 2)
キャンプの指導を少しでも効果的にするため,更に次の各項目について調

査を行ないたいと存じます。お手数でも各項目に御記入頂いて父兄面接日

に御持参下さいますようお願いします (本人には秘密にして下さい)

氏 名

A 本人について (該当する項に印を記入して下さい)

イ (J母乳で育った  り)ノ、工乳で育った  6)そ の他

口 現在の身体の発育或いは性格に影響を与えるような病気を過去

にしたことがありますか。

(Jあ る__ _才 頃  病名 __ ___―   (2)な い

ハ 身体について

(J病気をしがちである  9)丈夫である  椰)その他

二 赤ちゃんの日む,手がかかりましたか

(llかからなかった  (2)か かった  理由

ホ 勉 強 態 度

(J注意しなくても自分でよくする  9)普  通

0注意すればやる  (41注意してもやらない  に)す ぐあきる

へ 友達との仲
(J非常に仲がよい  ②よくケンカする  0そ の他

卜 性格について

1{いフも薫管Eξだ:1ぃる  2{:芳標:[こぃる
3{|:il:[i: 4{璽署理[ユ
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体育を嫌いになった要因を多方面にわたって調査した結果,そ の要因とみ
られる特長を概略的に述べることにする。

先ず,直接的な原因は,17名 の体育の評価が, 3点のものが 1名 ,あ とは
2点か 1点であることから,体育授業中のいろいろの活動が不得手であり,
できないためであろう。しかし体育の評価から直ちに,そ の原因と推測決定

することは危険である。身体的能力検査において,形態,運動能力,体力の
3つの狽1面より検査した限りでは,形態的には, 2, 3の 者を除いて,殆ん
ど全国平均よりも優れているが,(昭和38年度文部省資料と比較)運動能力,
体力については平均以下の者が多く,基礎的な筋力や柔軟度では大して差は
見られないけれども,或程度スキルを要する運動能力について劣っている傾
向がみられる。 (昭和32年の資料の一部)中でも, ドリブル走や連続さか上
りなどが特に劣っている。 (第 4表)(第 5表 )
(第 4表 )
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3。 調査の結果

1.健康について

身体的健康度をみるために過去の疾病,及び現在の健康状態を質問紙法に

より保護者に質問したところ,次のようになった

扁 桃 腺 炎  9



中 耳 炎 6

虫様突起炎 4

肺  炎 1

百 日ぜ き 1

ぜ ん そ く 1

小 児 マ ヒ 1

水 谷 英 三

風邪にかかりやすい  12

皮ふが弱い     5

へんとうせん炎,中耳炎が圧倒的に多く,中には,へんとうせん炎,中耳

炎の両方の疾病を患っている者が, 2, 3見 られた。これは身体的な病気と

いうよりも,む しろ精神的原因によって形成された体質ではないだろうか。
このことは現在の健康状態が良好ではあるにもかかわらず,非常に風邪をひ

きやすく,皮膚が弱いという神経質な傾向が見られることからもいえる。こ

のために学習活動に対して,性格的に,精神的に参加できないので,一層学

習の効果を阻害することになると思われる。

では性格的にどうであろうか。矢田部,ギ ルフォー ド性格検査の結果では,

半数以上が安定,又は不安定の消極型で,特に一次因子尺度群中,非活動的

で,内 向性であるという特長を得た。そして,家庭での遊び場が割合屋内に

多 く,屋外でも,家かと,路地のように,非活動的な場所を選んでいる。し

かも遊び友達が全然いないで一人あそびするものが 5名 もいる。公園,遊園

地などの,子 どもがのびのびと遊ぶ場所のない現在ではやむを得ないことか

も知れないが,家の中で一人遊びをする子どもが少なくないことは大きな問

題であろう。このように,非活動的な,内 向的な子どもにどうしてなったの

か更に考えてみる必要がある。 (第 6表 )

一般に知能のおくれは内向的な性格となるといわれる。しかし,田 中B式

知能検査の結果では,中以下の者は 3名 ,残 りは中以上で,む しろ優れてい

る者が多い,と すると,今迄に至る育て方に問題があったのではなか ろ う

か。 (第 7表 )
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家庭環境,生活歴を調べてみると,17名 のうち 5名 がおぢいちゃん,お ば

あちゃんのいる家庭であり, 3名が兄弟のいないひとり子である。また兄弟

がいても 1人が 7名でこの 7名がすべて長男,長女である。そして子どもの

体育を嫌いになった理由として,父兄はどのように考えるか,の質問に対 し

て,病気,か らだが弱い。ひとり子,お ばあちゃん子の違いはあるが,殆ん

どかまい過ぎ,かわいが り過ぎという結果を得ている。

親が子供に対する態度

体質が弱い   2

1人 子  2

かまい過ぎ   3

発 育 不 良   1

おばあちゃん子  4

家 庭 環 境   4

子ども最ものびのびと活動したい幼児期に,親が子どもの行動すべてに気

をつけ,自 分のそばでいつも活動するようにして,子 どもが何か問題にぶつ

かったときでも,いつでも親が解決してしまうような,保護過剰,又は溺愛

が子どもの大人に対する依存傾向を強 くし,

自己中心的に物事を考えるようになり,そ のため友人同志では遊べず,一

人遊びや,精神的活動に逃避するようになったのではなかろうか。

生活態度

友 人

な し

2  メ、       5

3  ノ`        6

それ以上    1

又友達と活発に遊ばないために,社会的な人間関係の経験も少なく,そ の

上,体育的活動の基礎である遊びの経験が少いために,周囲からと り残 さ

気病

遊 び 場

屋  内    7

屋  外    0

屋内屋外両方  10
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れ,よ リー層,内 向的,消極的な性格になってしまったのではないであろう

か 。

家族構成 (兄弟の数)

0 人

1 人

2  ノ、

3 人

4 人

祖父・祖母

躾

きびしい

普 通

きびしくない

育 て 方

甘やかしている

普 通

甘やかさない

体育活動の理解

理解がある

普 通

理解ない

3

7

1

2

4

5

３

　

５

　

９

１０

　

４

　

３

７

　

２

　

８

以上のような,検査,測定によって,体育を嫌いになった要因を究明して

来たのであるが,そ の要因は複雑であり,明 らかになったのは,ほんの表面

的な事象に過ぎないと思われる。 しかし,こ のキャンプの目的は要因の究明

よりも,体育を好み,友達と楽 しく活動できるように指導することである。

よ くいわれるように,診断と指導は密接なつなが りをもったものでなければ

ならない。その意味において,明 らかにされた診断の結果に従って適切に指

導することが必要である。 (第 8表 )
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4。 総  括

日本体育学会における報告である第10報「 スキー訓練に関する一考察その

一」に続き甲南女子短大論叢第 7号にその二を報告 した。学生生徒に関する

健康管理調査報告 も,児童を対象とした研究に迄手をのばしここに第12報を
数えるに至った。我々はこの地味なる研究こそ体育教師として最も必要なる

事と信 じ,健康管理調査をあらゆる面において,多角面に続けて行 くべきだ
とノ思うo

O第 1報  基本調査 昭和30年

○第 2報  月経と体育授業について           ″

第 3報  環境調査 昭和31年

○第 4報  性格と月経について             ″

○第 5報  PersOnalityと 運動選手について     昭和32年
○第 6報  ィンフルエンザーと学級閉鎖について   昭和33年
第 7報  休養室の利用と学校保健面から見たその対策 昭和34年
○第 8報  保健管理と本校休養室利用度       昭和35年
第 9報  ィンフルエンザー対策          昭和37年

○第10報  スキー訓練に関する一考察 その一    昭和38年
○第11報       ″ その二    昭和39年
○印日本体育学会報告論文
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